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営業外費用（為替差損）及び平成 29 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29 年３月期の決算において営業外費用（為替差損）を計上することとなりましたので、

お知らせいたします。また、平成 29 年２月 13 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績

動向等を踏まえ、平成 28 年８月 10 日の「平成 29 年３月期 第１四半期決算短信」にて公表いたしまし

た平成 29 年３月期業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．営業外費用（為替差損）の計上について 

当社グループは第２四半期累計で 641 百万円の為替差損を計上しておりましたが、当社グループ

が保有する外貨建て債権債務を平成 28 年 12 月末の為替レートで評価したこと等により、第３四半

期において為替差益 430 百万円が発生したため、第３四半期累計で 211 百万円の為替差損を計上い

たしました。 

 

２．平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 28 年４月 1日～平成 29 年３月 31 日） 

１）修正の内容 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

20,500 

百万円 

900 

百万円 

400 

百万円 

2,700 

円 銭

253.52 

今回修正予想 (B) 21,000 1,200 900 2,900 300.29 

増 減 額 (B-A) 500 300 500 200 － 

増 減 率 (%) 2.4 33.3 125.0 7.4 － 

(参考) 前期実績 

(平成 28年３月期) 
10,621 1,139 970 580 54.59 

 



 

 

 

２）修正の理由 

第３四半期は、国内のお客さま向けの製品販売が低調でありましたが、中華圏のお客さま向けの

販売が回復傾向を見せており、子会社フェニテックセミコンダクター株式会社の業績も回復基調に

ありました。半導体業界全体の業況が持ち直す中、為替レートは円安ドル高方向へ反転し、外部環

境が緩やかに好転している点も考慮し、通期連結業績の予想数値を修正いたします。 

なお、平成 28 年５月 13 日に「平成 28 年３月期 決算短信」にて公表しました配当予想につきま

しては、現時点での修正はございません。 

 

 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際

の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 

 


